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1 はじめに
近年，教育分野にも ICT技術の導入が進み，合成音声

を導入しようとする動きが見られる．音声合成技術は日々
向上しており，自然で聞き取りやすい合成音声が作られる
ようになってきた．しかし，今までこのような合成音声は
大人が利用することを想定しており，子どもにとって聞き
やすいものは依然少ない．もし子どもにも聞き取りやすい
合成音声が手軽に作成できるようになれば，より簡単に子
どもたちが読み聞かせを楽しめるようになり，絵本に触れ
る機会が増えることが期待できる．そこで本研究では，絵
本読み聞かせの合成音声システムを作成し，子どもに聞き
取りやすい音声か評価を行う．

2 評価手法
本研究では，読み聞かせの対象を 3歳から 10歳くらい

までの絵本に親しむ子どもと想定している．対象者にも聞
き取りやすい音声は，ゆっくりとした読み上げで発音が明
瞭なものである必要があるため，読み上げの速度や間の長
さが適当であることが重要だ．そこで間の長さや読み上げ
の速度を調べ，合成音声が子どもにとっても聞き取りやす
いものになっているかを考察する．理想の読み方をナレー
ターによる読み上げとし，合成した音声の間の長さ及び読
み上げの速度の計測を行い，理想との乖離の程度を求める．
　評価対象の合成音声は，Google Colabolatoryで音声処
理ツールセットのESPnet2[1]を用いて合成した音声である．
サンプリング周波数は24kHz，音響モデルは jsut conformer

fastspeech2 accent with pause，ボコーダーは jsut multi

band melgan.v2を使用した．速度はデフォルト値とした．
音声合成システムの手順を示す．環境のセットアップを行
い，モデルを設定した後，絵本のテキストを読み込み，ペー
ジが変わる箇所でテキストを分割する．次に 1ページ毎の
音声を合成し，それぞれの音声の間に 0.5秒の無音を挟みな
がら全ページの音声を結合する．結合した音声合成はwave

ファイルとして出力する．

3 実験と結果
実際に合成音声と人による読み上げにおける間の長さ及

び読み上げ速度の詳細な計測方法と，結果を以下に示す．

1．間の計測
無音の時間を間とする．絵本作品全体から５文選び，各
文中の句点と読点それぞれの後ろに存在する無音の時間を
計測し，平均値を求める．

表 1: 合成音声と人による読み上げの間の長さの比較

2．読み上げ速度
　 1秒間に読む文字数を読み上げ速度とし，絵本作品全体
及び 1文毎の読み上げ速度を計測する．絵本作品全体の速
度は作品の 1文字目から最後の文字まで読み上げる時間を
文字数で割ることで求める．また 1文毎の速度では作品全
体から 5文選び，各文の読み上げ速度を計測して平均値を
求める．

表 2: 合成音声と人による読み上げの速度の比較

4 考察とまとめ
結果より，合成音声は人による読み上げより速く，間は
短かった．読み聞かせ対象の子どもには速くて聞き取り難
いと考えられる．今後は，読み上げ速度や間の長さが人に
よる読み上げに近い合成音声システムを開発する予定だ．
当日に詳細な結果も併せて示す.
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